
令和元年度(平成30年度実施事業分)事務事業評価評価票 № 24-010

担当 澤山
内線等 448

章：
節：
基本施策：

単位施策：

個別施策：

28年度 29年度 30年度 単位
34 28 28 基

71,544 60,694 50,732 千円
3,812 3,807 8,120 千円
75,356 64,501 58,852 千円
28年度 29年度 30年度 単位

709 906 988 千円

28年度 29年度 30年度 単位

実績値 34 28 28

目標値 34 28 28

実績値

目標値

実績値

目標値

妥当 大きい ない
高い ある

大きい ある ない

目標値 単位

20 件遊具の改修工事実施数

Ａ
今後の事業
の方向性

拡充推進

遊具については、令和2年度までに全て健全な遊具へと改修し、利用者の安全確保に努める。ま
た、ベンチ不足について、一定の整備が完了し解消されたことから、今後は利用者が気持ちよく
使用できるように、老朽化したトイレ建物の改修を進めていく。

課
題
解
決
の
た
め
の
目
標

令和元年度
の目標

成果指標

⑤成果向上の余地

③休廃止の影響 ⑥類似事業の有無 ⑧受益者負担適正化余地

事業の
評価・課題

Ｂ

職員による定期的なパトロールにより乙川白山公園展望台が危険であることが判明し、撤去した
ことで未然に事故を防ぐことができた。また、不足していたベンチを寄付により、51基新たに設
置することができ、不足を解消することができた。

Ｃ
観点別評価

必要性 有効性 効率性

①市の関与の妥当性 ④上位施策への貢献 ⑦コスト削減余地

課
題
の
整
理

②市民ニーズ

成　果

成果指標
遊具の改修工事実施数

件

人件費
総事業費

活動単位当たりのコスト
１基当りの改修費用

目的を達成
するための
手段・活動

内容

【公園等整備工事】28年度：亀崎公園(ユネスコ登録に伴い、トイレや休憩施設等を景観に合わせて改修)
　　　　　　　　　29年度：潮風の丘緑地(駐車場整備)
　　　　　　　　　30年度：展望台撤去工事（乙川白山公園の展望台老朽化の為、撤去）
【社会資本整備交付金を利用して遊具改修を実施】
　　　　　　　　　28年度：ときわ北公園はじめ25公園に34基改修
　　　　　　　　　29年度：池下公園はじめ21公園に28基改修
　　　　　　　　　30年度：みなと公園はじめ23公園に28基改修

Ｄ

活動結果

活動実績
遊具の改修工事実施数

前
年
度
の
活
動
結
果
と
見
ら
れ
た
成
果

事業費

第３節　うるおい空間の形成
１．公園・緑化・親水空間

総
合
計
画
と
の
関
係
性
等

（１）公園・緑地の整備
②既設公園の改修

根拠法令等 都市公園法

対象・目的
公園緑地において、利用者が安全かつ快適に利用できるように、公園施設の整備・改修
を行う。

PDCA 事務事業名 公園整備・改修事業 部課等名
建設部　都市計画課　公園
緑地担当

Ｐ
政策体系

第４章　安全で快適に住み続けられるまち


